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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2020年５月15日にレンジ形式で公表した2021年３月期通期の連結業績予想

につきまして、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

2021年３月期通期連結業績予想数値の修正（2020年４月１日～2021年３月31日） 

 売上高 EBITDA(※) 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,480 

～ 

2,920 

百万円 

△300 

～ 

0 

百万円 

△340 

～ 

△50 

百万円 

△320 

～ 

△30 

百万円 

△250 

～ 

△30 

円 銭 

△94.88 

～ 

△14.82 

今回修正予想（Ｂ） 3,000 0 △50 △30 △30 △8.78 

増減額（Ｂ－Ａ） 

520 

～ 

80 

300 

～ 

0 

290 

～ 

0 

290 

～ 

0 

220 

～ 

0 

86.10 

～ 

6.04 

増 減 率 （ ％ ） 

21.0 

～ 

2.7 

－ － － － － 

（参考）前期実績 

（2020年３月期） 
2,480 △152 △189 △190 △207 △61.48 

（※）EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額 

 

２．業績予想修正の理由 

2020年５月15日の公表時においては、新型コロナウイルス感染拡大のリスクに関して事態が完全

に収束するまでに要する期間を合理的に見積もることが困難であったことから、レンジ形式で公表

しておりましたが、今般、当社グループの足元の業績や緊急事態宣言解除後の経済活動の動向等を

踏まえて、通期連結業績予想を修正いたしました。 

 

売上高に関しましては、当社主力サービスである入札情報速報サービス「ＮＪＳＳ（エヌジェ

ス）」において中期経営計画に掲げた営業プロセスの最適化が引き続き順調に進捗したことで有料

契約件数やＡＲＰＵ（一件あたり日割り売上高）が続伸したことの他、テレワーク浸透に伴い、電

話代行サービス「ｆｏｎｄｅｓｋ（フォンデスク）」が大きく成長したこと、ＢＰＯ事業において

スキャン案件が増加したこと等により、当初の上限予想をも上回る見通しとなりました。 

 



 

 

利益に関しましては、売上高が当初の上限予想をも上回るペースで順調に進捗していることによ

り、当第２四半期までの実績としては、EBITDAが81百万円、営業利益が61百万円と、いずれも利益

を計上しておりますが、当第３・４四半期において、Our Photo株式会社の子会社化に係るDD費用等

約30百万円、同社子会社化後の当期中のPMI費用及び追加投資による赤字額として最大40百万円程

度、中期経営計画達成に向けた追加先行投資約40百万円の発生を新たに見込むことから、上記の予

想数値となっております。 

なお、Ｍ＆Ａの詳細につきましては、本日付「Our Photo株式会社の全株式の取得（子会社化）に

関するお知らせ」及び「2021年3月期 第2四半期 決算説明資料」をご覧ください。 

 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な不確定要素

により、実際の業績と異なる場合があります。 

 

以 上 


